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以上のことから，言語性学習障害のより詳しい症状をとらえる為に， Ⅲ， ， に加え，標
準失語症検査と失語症構文検査が有効であると考えられた．












































































































Ⅲ（図１）では全 が ，言語性 が ，











（図３）では全検査 は６ ８， 平均値
が であった．回路においては，聴覚－音声回路
の ５ ９（ 平均値 ），視覚－運動回路の




































































































































































































認知処理過程尺度 相点 継次処理 同時処理
手の動作
絵の統合
数 唱 ９ ５％
模様の構成















































































重度 中度 軽度 非失語
図４ 検査結果
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．考察










けられる．本症例は Ⅲにおいて全 が 以
















































表２ ， ， による検査結果の比較
Ⅲ





・聴覚－音声回路 ：５歳９ヶ月（ 平均 ）
・視覚－運動回路 ：８歳 ヶ月（ 平均 ）
視覚－運動回路が３歳１ヶ月優位





































































Ⅰ 意味ストラテジー － ± 男の子がドアを蹴っている
Ⅱ 語順ストラテジー ＋ ＋ おとうさんが女の子をたたいている
Ⅲ 助詞ストラテジー ＋ － おとうさんが女の子を押している
Ⅳ 助詞ストラテジー ＋ － おとうさんが男の子に牛乳をとられている








































































平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第２巻
－ －
平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第２巻
－ －
